

































































K の観察は 1990年9月に開始し， 1991年2月に終了した．また， A は1990年12月に開始
し， 1991年5月に終了した．いずれも実質観察期間は約6ヵ月である． 観察には過1回約90分





































































































る．本研究での学習者 K,Aは共に日本語習得に対する意欲が高く，特に K においては普段の
生活の中で積極的に日本語を使おうとする姿勢がうかがわれた．本人の内省報告や会話の内容か
ら， K の場合主に次のような機会を活用して中間言語を形成していったと想像される．
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1) あたま（が）痛いです． → ［正用］
2) こども同運動会に行く… → ［脱落］ こども［の］運動会に行く…
3) おとうさんは家［へ］いる？… → ［誤選択］ おとうさんは家［に］いる？…























前半（ 1回～8回） 後半（9回～16囲） 全体 C 1 6回）
使用数（田） 132 正用率（出） 使用数（回） 148 正用率（自） 使用数（回） 280 正用率（見）
正用数 105 79.55 正用数 130 87. 84 正用数 235 83. 93 
学習者
誤 A：脱落 19 
種別誤用率u 
14. 39 誤 A：脱落 16 
穣別誤




用 B：誤選択 8 27 6. 06 用 B：誤選択 2 18 1. 35 用 自：誤選択 10 45 3. 57 
率用 十－叩－一一一一ー一一
怪一同町ーーーーーーー『司




→ fを』 ・・ 2回
訳誤選択内
→ fをは』 ・4回目 j → f J 4 
→「にJ… →「にJ••• 1 
→ f へj… → f へJ・・ 1 
使用数（回） 32 正用率（目） 使用数（回） 215 正用率（見） 使用数（回） 247 正用率（見）
正用数 28 87. 50 正用数 208 96. 74 正用数 ・236 95. 55 
者習ナ.，＿ι 誤 A：脱落 2 誤種別
6. 25 誤 A：脱落 4 
種誤用率別
1. 86 誤 A：脱落 6 
種別誤
2. 43 
用 2：誤選択 2・ 4 6. 25 用 2：誤選択 3 7 1. 40 用 B：誤選択 5 1 2. 02 
用率一 率用 ト一一一ー 一一一A 数 C：その他 。 0. 00 数 C：その｛I! 。 0. 00 数 C：その他 。 0. 00 
択訳謹選内





→「 J.・ 1 → fはJ.・ 1
「弓を」
前半（ 1回～8回） 後半（9回～16田） 全体（ 1 6回）
使用数（回） 53 正用率（児） 使用数（回） 45 正問率（見） 使用数（田） 98 正用率（目）
正用数 16 30.19 正用数 10 2. 22 正用数 26 26. 53 
メ習寸者捻aー． 誤 A：脱落 33 
種別誤
62. 26 誤 A：脱落 27 
種別誤




用 B：誤選択 1 37 1. 89 用 B：誤選択 8 35 17. 78 用 B：誤選択 g 72 9.18 
寸用℃会ー7ー
ヤー戸ー－一時ー一一一一






→ fがj・－ ・l回fへj… 『…
→ fはj… → fへは … 
→「でJ… →「でj…
→ fにj・・ →「にJ.て
使用数（回） 21 正用率（財） 使用数（回） 105 正用率（見） 使用数（回） 126 正用率（出）
正用数 1 52. 38 正用数 73 69. 52 正用数 84 6. 67 
者学習
誤 A：脱落 8 
誤種別
38.10 誤 A：脱落 26 
種別誤用率




用 B：誤選択 2 10 9. 52 用 B：誤選択 6 32 5. 71 用 自：誤選択 8 42 6. 35 






→ fとj・3回→... 1 目＋ ・ → fがに』J … 2 
~ . → r ・・ 2 
→へj → 「へj・・ 1 
第2言語としての日本語学習に関する縦断的事例研究 143 
「6之」
前半（ 1阻～8困） 後半（9回～16回） 全体（ 1 6回）
使用数（聞） 46 正用率（見） 使用数（回） 47 正用率（先） 使用数（間） 93 誤用率（先）
正用数 14 30. 43 正用数 19 40. 43 正用数 33 35. 48 
A寸aー． 誤 A：脱落 7 種 15. 22 誤 A：脱落 8 
別誤種
17. 02 誤 A：脱落 15 
別誤穏
16.13 
者習 誤別 ト一一一一一一一一一一一一一用 B：誤選択 20 32 43. 48 用 B：誤選択 20 28 42. 55 用 B：誤選択 40 60 43. 01 
守用住ιー主， 一 周ι一ヂふ司． 用率K 数 C：その他 5 10. 87 数 C：その他 。 0. 00 数 C：その他 5 5. 38 




→ f糾J … 1 回
3、きaa → fでJ.・ 6問 →「のJ… l回 →「へj… 5回 →「へj…1 → fとj… I
択訳内
→ 「がと~ … 2回 → 「はJ … 3 田回 → fカは｛~ … →「 J… 1回 → fがj… 1 →『…
→ 「からj… 1回 → fのj… 1回 → fのj… 
使用数（回） 18 正用率（先） 使用数（回） 103 正用率（先） 使用数（回） 121 正用率（見）
正用数 12 6. 67 正用数 76 73. 79 正用数 88 72. 73 
Aす叫一 誤 A：脱落
歪種別u剖"' 
5. 55 誤 A：脱落 13 
誤用率種別
12. 62 誤 A：脱落 14 
誤用率種別
1. 57 
者習 ト一一一一一一用 B ：誤選択 5 6 27. 78 用 B：誤選択 14 27 13. 59 用 B ：誤選択 19 33 15. 70 
寸用写会一コ，一 トー一一一一一一一一一一一一A 数 C：その他 。 0. 00 主 C：その他 。 0. 00 数 C：その他 。 0. 00 
さI、皆き：口a 号 → r でJ … 2 回
誤択訳選内
→ f「『がへでをj』au・5回
誤選択内訳 → ~「「目へがでを別J~ ・l回田→「へJ… 2 … 3 -* ・択 → fをj… l回 → … 3 回 ＋ー内 → j… 2 ＋ー ・
訳 → fまでj… 1 → までj… 
τ......＿』
前半（ 1回～8回） 後半（9回～16回） 全体（ 1 6回）
使用数（回） 37 正用率（拡） 使用数（回） 15 正用率（先） 使用数（回） 52 正用率（先）
正用数 31 83. 78 正用数 7 46. 67 正用数 38 73. 08 
習者Aザ比- 設山、 A：脱落 4 別誤種
10. 81 誤 A：脱落 2 
誤種別




用 B：誤選択 2 6 5. 41 用 B：誤選択 6 8 40. 00 用 B：誤選択 8 14 15. 38 







使用数（困） 正用率（見） 使用数（囲） 16 正用率（見） 使用数（回） 17 正用率（お）
正用数 。 0. 00 正用数 1 68. 75 正用数 1 64. 71 
者学習
誤 A：脱落 1 
誤種別
10. 00 誤 A：脱落 4 
種別誤率用IJ 
25. 00 誤 A：脱落 5 
誤種別
29. 41 
用 B：誤選択 。 0. 00 問 B：誤選択 1 5 6. 25 用 B ：誤選択 6 5. 88 







前半（ 1回～8回） 後半（9悶～16回〉 全体（ 1 6回）
使用数（回） 7 正用率（潟） 使用数（匝） 18 正用率（出） 使用数〈胆） 部 正用率（自）
正用数 3 42. 86 正用数 9 50. 00 正用数 12 48. 00 
者習学
誤 A：脱落 2 
種別誤
28. 57 誤 A：脱落 6 
種別誤




用 B：誤選択 1 4 14. 29 用 B：誤選択 3 9 16. 67 用 B：誤選択 4 13 16.00 






→ 「「がは~ . ・3回困
→… 1 
訳
使用数（回） 5 正用率（出） 使用数（回） 50 正用率（先） 使用数（計） 55 正用率（先）
正用数 20. 00 正用数 37 74. 00 正用数 38 69. 09 
戸習者寸崎品 誤 A：脱落 2 
誤種別
40. 00 誤 A：脱落 g 
誤種別
18. 00 言異 A：脱落 1 
種別誤聞率
20. 00 
用 B：誤選択 2 4 40. 00 用 8：誤選択 4 13 8. 00 用 B：誤選択 6 17 10. 91 
t用－宇~ 率用A 数 C：その他 。 0. 00 数 C：その他 0 0. 00 数 C；その他 。 0. 00 
選択訳誤内
→ 「は」… 1 四回
選択誤内
→ 「がj . ・2 田回目
択訳誤選内
→ 『が』 ・・！回→「にJ… l → fで」… l 「はJ…




前半（ 1回～8閤） 後半（9回～ 16回） 全体 C 1 6回）
使用数（回） 7 正用率（先） 使用数（回） 12 正用率（お） 使用数（回） 19 正用率（出）




誤 A：脱落 。 稜 ”実 A：脱落 。
種別誤ト一一一一一一 別誤 Lー 一ー一ー 一一一一用 B ：誤選択 。。 用 B：誤選択 。。 用 B：誤選択 。。
率用 》－『門戸一ー一一一一一一 率用 L一一一一一一一一一一一一 率用一K 数 C：その他 。 数 C：その他 。 数 C：その他 。
択訳誤選内 誤選択内 誤選択内訳
訳
使用数（計） 。正問率（見） 使用数（計） 4 正用率（お） 使用数（計） 4 正用率（見）
正用数 。 正用数 4 100. 00 正用数 4 100. 00 
習者でA忌「ん 誤 A：脱落 。
積別誤用、~ 誤 A：脱落 。 種別誤用率 誤 A：脱落 。 種ト一一一一一一ー一一一一一一 ι一一｝｝叩』吋匂叩時畑一一 別誤一用 B：誤選択 。。 用 B：誤選択 。。 用 B：誤選択 。。




































































前半（ 1回～8回） 後半（9問～16回） 全体（ 1 6回）
使用数（回） 8 正用率（お） 使用数（回） 13 正問率（自） 使用数〈回） 21 正用率（目）




0. 00 誤 A：脱落 。
種誤別
0. 00 誤 A：脱落 。
種別誤率用
0. 00 
一一用 自：誤選択 3 3 37. 50 用 B ：誤選択 4 4 30. 77 用 B ：誤選択 7 7 3. 33 
用率一K 数 C：その他 。 0. 00 数 C：その他 。 0. 00 数 C：その他 。 0. 00 
誤選択訳内




→ 「でJ … i 回→「でj… →「へJ… I → fにJ…
→ f へj… 
訳
使用数（回） 5 正用率（出） 使用数（回） 22 正用率（対） 使用数（回） 27 正用率（担）




0. 00 誤 A：脱落 。
種別誤
0. 00 誤 A：脱落 。
種三別”両,'; 
0. 00 
用 自：誤選択 1 1 20. 00 用 E：誤選択 1 1 4. 55 用 B：誤選択 2 2 7. 41 
用三ー干ふ戸． 用率
ト一一一一一一一一一ー一一一
A 数 C：その他 。 0. 00 数 C：その他 。 0. 00 数 C：その他 。 0. 00 
誤高択訳内唱邑

















































前半（ 1回～8回） 後半（9回～16回） 全体（ 1 6回）
使用数（回） 148 正用率（話） 使用数（回） 131 正用率（見） 使用数（回） 279 正用率（自）
正用数 95 64.19 正用数 72 54. 96 正用数 167 59.邸
留者Aナ.v. 誤 A：脱落 50 種別 3. 78 誤 A：脱落 59 種別誤
45. 04 誤 A：脱落 109 
種率別誤用
39.07 
用 B：誤選択 3 53 誤 2. 03 用 B：誤選択 。59 0. 00 用 B ：誤選択 3 112 1. 08 
用率 用，，ヂー， トω～一ー一一一一一一一一一K 数 C：その他 。 0. 00 数 C：その他 。 0. 00 数 C：その｛也 。 0. 00 
誤選択訳内
→ fへを~ … i 回
誤選択訳内 誤認択訳内ま
→ 「へJ … i 回
→「 j… →「をj…
使用数（困） 53 正用率（お） 使用数（回） 127 正用率（先） 使用数（回） 180 正用率（目）
正用数 16 30.19 正用数 82 64. 57 正用数 98 54.44 
習者学
さu屯，、 A：脱落 35 
種別誤
6. 04 誤 A：脱落 44 種別 34. 64 誤 A：脱落 79 
種別誤用率
43. 89 
用 B ：誤選択 2 37 3. 77 用 B：誤選択 45 
誤用I乎4戸’
0. 80 用 B：誤選択 3 82 1. 67 
率用A 数 C：その他 。 0. 00 数 C：その他 。 0. 00 数 C：その他 。 0. 00 




→ r にJ … 1 回四







日入誤｜ 〈学習者： Kの発話〉 ｜ 〈学習者： Aの発話〉






が→を I4-2 若い人の歌「が→をJ好きです I s-2 主人はテニス「が→を」好きです













を→へ 110-1 韓国 rを→へ」見物します
10-1 色々な町「を→へJ旅行しました
を→は I13-1 これ「を→は」たくさん聞きます
i I 113-1 これ「を→は」使いますか





















に→で I4-9 会社「に→で」勤めていたとき… ！ ？ー3 音楽の時間「に→でJ（習いました）
6-1 観光ノξス「に→でJ人が6人しかいま 1 8-8 講師「に→でJ習いました
せんでした
7四1私の家「に→でJ あるんです




















に一→へ｜ 1-1 家の外「に→へ」ごみ箱があります 1 4-1 3時まで学校「に→へJ います
2-1 主人は家「に→へ」います I 4-1 （主人は）家「に→へ」います
4-1 家のそば「に→へJ （松の木がありま｜ 9-7 主人が私「にー→へJ言いました
す）
4 1 お父さんが家「に→へ」いる？ ｜ 小i Cの部屋「に一→へ」…（机と本棚が































I I 1-1 韓国から日本「へ→で、」来ました
っ｜ 1 9-1 ここ「へ→でJ家から歩いて…





















と→は I9-2 “持って”「と→はJ＂飼う”はちょっ｜ 3-2 “安くなかったです’げと→はJ同
と違います ｜ じです
12-2 貸してもらった本はこれ「と→はJ 同｜ 16-1 他の女の人「と→は」結婚して…
じですか
14-2 “が”「と→は」“これ”は同じですか





































































〈学習者： Kの発話〉 ｜ 
叫が）韓国いへ」問符｜
















正用 61.84 66.26 64.07% 
脱落 24.74 24.90 24.82 
K 
誤選 9.43 8.85 9.14 
他 3.98 0.00 1. 97 
正用 57.31 80.82 76.23 
脱落 30.99 14.35 17.60 
A 
誤選 1. 70 4.83 6.17 
他 一 一
??????












表 7 格助詞別の使用数，及び全体に対する使用率のJI買位 上段：使用数／（下段）：使用率
順イ立 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
カミ の を で .;-.., と から より まで
K 280 279 98 93 90 52 25 21 19 6 
(29.08) (28. 97) (10.18) (9. 66) (9.34) (5 .40) (2. 60) (2.18) (1. 97) (O. 6) % 
カミ の を で と から J、 まで より
A 247 180 126 121 89 55 27 17 9 4 
(28. 23) (20. 57) (14.40) (13.83) (10.17) (6. 29) (3. 09) (1. 94) (1. 03) (0.46) 
表 8 格助詞別の使用数に対する正用率の順位
順位 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
より まで ヵ2 で J、 から の と をK 
100.00 100.00 83.93 74.44 73.08 66.67 59.86 48.00 35.48 26.53% 
より まで カミ から で と を J、 のAl 
100.00 100.00 95,55 95.55 83.15 72.73 69.09 66.67 64.71 54.44 
表 9 格助詞別の使用数に対する脱落率の順位
順位 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
を の と カ1 d、 で から より までI三
61.22 39.07 32.00 16.13 12.50 11.54 6.67 0.00 一%
の J、 を と で ヵ2 から より まで
Al 
43.89 29.41 26.98 20.00 11.57 5.62 2.43 0.00 
表 10 格助詞別の使用数に対する誤選択率の順位
順位 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
から と J、 を で カ1 の より までK 
43.01 33.33 16.00 15.38 9.18 7.78 3.57 1.08 一%
で と から を J、 カミ の より までAl 
15.70 11.24 10.91 7.41 6.35 5.88 2.02 1. 67 
3-3-3. 誤用傾向
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